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個人消費の減速

セクター別株価指数

「リセッション」以上のもの

　　S&Pのセクター別株価指数の推移を見ると、食品関連銘柄
や量販店などで構成される「生活必需品」指数については、
昨年末にこれまでの最高値を更新して以降、下落率は僅か
数％に止まっています。それに対し、高級ブランドやレストラン
チェーンなどで構成される、「一般消費財」指数は、同じく昨
年に記録したこれまでの高値から、20％以上下落し、弱気相
場に入ったままです。これは、米国の消費者が生活必需品の
価格上昇に対応するためにいわゆる奢侈品の購買を減らし
ており、「選択的消費」の減少は今後も当分続くであろうことを、
投資家も認識している証左だといえます。

　　また、7月の小売統計発表の前日、12日（日本時間13日早
朝）午後に発表されたABC/Wポストの週次調査では、「消費
者信頼感指数」が、5月に記録した過去最悪の数値（マイナス
51）にあと1ポイントの水準まで接近しています。この調査は無
作為に選出した約1000人を対象として、「家計」「購買環境」
「米経済の見通し」の3つの質問するもので、その中で、1000
人全員が3つ全ての質問に対して楽観的な回答を寄せれば
プラス100とし、逆に全ての回答が悲観的であればマイナス
100とする指数が「消費者信頼感指数」となります。
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　　13日に発表された米国の7月小売売上高は、事前の有力エコノミストによる予想平均から変わらずの前月比
0.1％の減少となりました。一方で、自動車を除く売上高は、0.5％増加の予想であったのが0.4％に止まり、戻し
減税の効果が早くも剥落し始めたのではとの見通しも出回り始めていますが、米国においてGDPの約7割を占
める個人消費が減速するということは既にある程度織り込まれているようです。
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　　この週次調査の消費者信頼感指数の低下傾向は、実に大きな意味をもっているということが考えられます。
というのは、「かなり悲観的な消費者･生活者であっても、アンケート調査において3つの質問全てにネガティブ
な回答を寄せるということはほとんどない」ということを考えれば、この指数のマイナス50という値は、通常の不況
であれば、事実上の指数の「下限」であると見なすことも出来る数値であるためです。過去最低水準を記録した
5月には、僅か1ポイントではありますがこのマイナス50を割り込んでおり、また、今後においても信頼感の更なる
低下という事態があることが予想されているのです。したがって、米国経済は、通常の、これまでに体験した
「リセッション」以上のものを経験することになるのかもしれないといえるのです。（文責：牧田嘉昭）
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　　　 　本資料は信頼性の高い各種データに基づき作成されたものですが、その正確性を保証するものではありません。また、内容に関
しては予告なく変更する事があります。本資料の目的はあくまで事実に基づいた情報提供であり、勧誘及び投資判断の提供を意図
したものではありません。本資料を使用することによって生じたいかなる損失におきましても弊社は一切責任を負いかねますので、
利用および投資判断に関しましては、お客様ご自身でおこなって頂きますようお願い申し上げます。本資料は弊社の著作物であり、
著作権法によって保護されています。弊社の許諾なく本資料の全部又は一部を引用又は複製等により使用することを厳格に禁じま
す。

　　　 　オンライン外国為替保証金取引「DRAGON FX 24」は、総取引金額の約1～5％の保証金を必要とする（予め差入れた保証金の約
20～100倍の金額の外国為替を売買する）取引であり、元本及び利益が保証されたものではなく、為替及び金融指標の数値の変動
によっては損失が生じる場合があります。また、相場急変時等には預入金額以上の損失が生じる場合がありますので、ご自身の取
引経験・資産状況等を考慮の上でリスク等内容を十分にご理解頂き、ご自身の判断と責任においてお取引下さい。尚、取引手数料
は0円で、弊社の提示する売気配と買気配は一致せず、当該気配値の差は通貨及び取引数量・時間帯に応じて変動します。　

　　　　　電話取引「HOXSIN FX」は総取引金額の約3％から約10％程度の保証金を必要とする（予め差入れた保証金の約10倍から約30
倍程度の金額の外国為替を売買する）取引であり、元本及び利益が保証されたものではなく、為替及び金融指標の数値の変動に
よっては損失が生じる場合があります。また、相場急変時等には預入金額以上の損失が生じる場合がありますので、ご自身の取引
経験・資産状況等を考慮の上でリスク等内容を十分にご理解頂き、ご自身の判断と責任においてお取引下さい。尚、取引手数料は
1通貨あたり10銭（片道）で、弊社の提示する売気配と買気配は一致せず、当該気配値の差は通貨及び取引数量・時間帯に応じて
変動します。　
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